
秋を告げるサツマイモ�
　８月後半、町内では、早堀りサツマイモの収穫が始まり
ました。竹島繁任さん（矢堂）は家族で収穫しながら「長
島のサツマイモは美味しいので、もっと売り込んでいきた
い」と額の汗をぬぐいながら話しました。



　

本
町
の
伝
統
行
事
で
あ
る
御
八
日

踊
り
が
８
月
８
日
、
町
内
の
神
社
や

集
落
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

朝
、
各
神
社
で
神
事
が
執
り
行
わ

れ
た
後
、
各
地
区
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
鉦か

ね

踊
り
や
棒
踊
り
、
手
踊
り
な
ど

多
彩
な
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
町

内
は
鐘
や
太
鼓
の
音
と
と
も
に
祭
り

一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

忠
兼
公
を
ま
つ
る
若
宮
神
社
が
あ

る
城
川
内
地
区
の
堂
崎
城
跡
で
は
、

正
午
か
ら
各
地
区
の
踊
り
子
た
ち
が

次
か
ら
次
に
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
勇
壮
な
舞
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た

観
覧
者
か
ら
た
く
さ
ん
の
歓
声
や
拍

手
に
包
ま
れ
活
気
に
溢
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
御
八
日
踊
り
の
観

覧
に
来
た
か
た
は
「
御
八
日
踊
り
に

魅
了
さ
れ
、
毎
年
、
見
に
来
て
い
る
。

今
年
も
力
強
い
踊
り
が
見
れ
て
嬉
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

鷹
巣
種
子
島
踊
り
保
存
会
は
、
同

地
区
の
八
幡
神
社
か
ら
、
商
店
街
な

ど
最
多
の
20
会
場
で
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

同
保
存
会
会
長
の
児
玉
広
大
さ
ん

（
本
町
）
は
「
総
勢
45
人
で
今
年
も
無

事
に
奉
納
さ
せ
て
頂
い
た
。
今
後
も

こ
の
踊
り
を
継
承
し
て
い
き
た
い
」

と
充
実
し
た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

牛深ハンヤ大橋を背に進む船団

第 33回カヌー長島海峡横断大会 城川内郷土芸能保存会による鉦踊り
（城川内集落若宮神社）

由来　
　御八日踊りは、島主・島津忠兼が 1565 年に謀殺された後、悪病が流行したことから、
命日の旧暦７月８日に霊を慰め、悪疫退散を祈って奉納したのが始まりとされています。

りりしい舞で悪疫退散

町
内
一
円
で
御
八
日
踊
り

ながしまひょっとこ会の踊り
（川床集落若宮神社）

浦底鉦踊り保存会による鉦踊り
（薄井漁港）

鷹巣種子島踊り保存会による鉦踊り
（宮ノ浦港）

指江子ども育成会による手踊り
（城川内集落若宮神社）

と
も
に
漕
い
で
、
繋
が
る
三
県
の
絆

　

島
原
・
天
草
・
長
島
間
の
三
県
架

橋
構
想
実
現
に
向
け
、
機
運
を
盛
り

上
げ
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
熊
本

県
天
草
市
の
牛
深
港
と
本
町
の
蔵
之

元
港
間
の
長
島
海
峡
８
㌔
を
横
断
す

る
第
33
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大

会
が
８
月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
長
崎
県
南
島
原
市
の

小
中
学
生
13
人
、
熊
本
県
天
草
市
の

中
学
生
2
人
、
与
論
町
の
中
学
生
３

人
に
本
町
の
小
中
学
生
31
人
を
加
え

た
合
計
49
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

牛
深
港
で
開
会
式
が
あ
り
、
大
会

実
行
委
員
長
の
石
橋
建
治
さ
ん
（
指

江
）
が
「
こ
の
大
会
が
皆
さ
ん
の
夏

休
み
の
思
い
出
に
な
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
選
手
を
代
表
し
て
、
蔵
之
元
小

学
校
６
年
生
の
原
田
健
一
君
が
「
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
み
ん

な
で
協
力
し
合
い
、
漕
ぎ
切
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
元
気
良
く
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
応
援
に
駆
け
付
け

た
家
族
ら
か
ら
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
午
前
11
時
30
分
に
牛
深
港
を
出

発
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
海
峡
の
波
も

穏
や
か
な
中
、
選
手
た
ち
は
軽
快
に

パ
ド
ル
を
操
り
、
ゴ
ー
ル
の
蔵
之
元

港
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
２
時
間
か
け
て
、
選
手
ら
は

横
断
し
、
無
事
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

着
艇
後
、
陸
に
上
が
っ
た
選
手
ら
は

保
護
者
や
地
域
の
か
た
か
ら
う
ど
ん
や

ス
イ
カ
の
サ
ー
ビ
ス
で
迎
え
ら
れ
、
火

照
っ
た
体
を
冷
や
し
な
が
ら
、
お
互
い

の
健
闘
を
た
た
え
合
い
ま
し
た
。　

　

伊
唐
小
学
校
６
年
生
の
山
口
恵
人

君
は
「
３
回
目
の
参
加
で
し
た
。
カ

ヌ
ー
横
断
は
疲
れ
た
け
ど
、
楽
し
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
カ
ヌ
ー
を

続
け
た
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
来
年
の
横
断
大
会

で
の
再
会
を
約
束
し
、
別
れ
の
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

元気良く選手宣誓をする原田健一君

第２天長丸に櫂
かい

立てで敬礼する選手

南島原市の選手たちと別れのあいさつ横断後、達成感に満ちた全選手
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や
家
族
の
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

団
員
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
割

を
確
実
に
こ
な
し
、
一
致
団
結
し
て

操
法
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
優
勝
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜
ん
で

話
し
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
の
指
揮
者
、
宮

内
也
寸
志
さ
ん
は
「
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
支
え
て
く
れ
た
家

族
、
集
落
、
職
場
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
。
全
国
制
覇
目
指
し
て
、
さ
ら
に

精
進
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。

　

今
回
、
出
場
し
た
選
手
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

　
［
指
揮
者
］
坂
元　

大
輔

　
［
１
番
員
］
佐
々
木
優
翠

　
［
２
番
員
］
大
堂　

丈
夫

　
［
３
番
員
］
飯
尾　

裕
樹

　
［
４
番
員
］
福
永　

宗
寛

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　
［
指
揮
者
］
宮
内
也
寸
志

　
［
１
番
員
］
小
牛
尾
勇
介　

　
［
２
番
員
］
増
田　

翔
太

　
［
３
番
員
］
飯
尾　

翔
吾

　

８
月
24
日
、
第
33
回
鹿
児
島
県
消

防
操
法
大
会
が
、
鹿
児
島
県
消
防
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
８
月
５
日
に
行
わ
れ

た
出
水
支
部
消
防
操
法
大
会
で
ポ
ン

プ
車
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
ダ

ブ
ル
優
勝
し
た
長
島
町
消
防
団
城
川

内
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
県
内
の
11
支
部
の
各

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
消
防
団
が
迅
速

で
正
確
な
操
法
技
術
を
競
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
緊
張
感
が
漂
う
中
、
城
川

内
分
団
の
選
手
ら
は
長
島
町
の
代
表

と
し
て
、
堂
々
と
し
た
操
法
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
県
大
会

で
３
大
会
ぶ
り
に
見
事
優
勝
し
、
ポ

ン
プ
車
の
部
も
４
位
入
賞
と
な
り
、

２
チ
ー
ム
と
も
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
、
10
月
19
日

に
富
山
県
富
山
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

本
町
の
消
防
団
は
初
の
全
国
大
会
出

場
で
す
。

　

城
川
内
分
団
の
竹
山
隆
二
分
団
長

は
「
応
援
し
て
頂
い
た
集
落
の
か
た

２
人
の
医
師
を
紹
介
し
ま
す

第
33
回
鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会

本
町
初
の
全
国
大
会
出
場
へ

城
川
内
分
団
が
優
勝
（
小
型
ポ
ン
プ
）

長島の印象は？
　黒之瀬戸大橋を渡って、足を踏み入れると、
フラワーロードが整備されており、花と緑と
海に囲まれた彩り豊かな自然の景観を楽しむ
ことができました。花フェスタやジョギング
大会、造形美術展におさかな祭りなど季節ご
とにイベントが多く、人の往来が盛んで活発
な町だという印象です。医療、介護、福祉の
分野でも若いかたの力強い活躍が目立ち、夢
と活力がある町づくりがしっかり行われてい
ると感じました。

着任の抱負
　鹿児島大学大学院腫瘍学講座消化器・乳腺
甲状腺外科学で癌診療を中心に外科医療に携
わってきました。昨年は広域医療センターで
外科手術、化学療法に加えて緩和ケア病棟を
担当し、症状緩和、家族ケアを含めた終末期
における全人的ケアを提供し続けてきました。
　私が目指す医療とは患者が抱える健康問題
はもとより、自然科学では解決しえない、生
きていくという本質の部分に目を向けて、生
きがい感や幸福感、満足感に重きを置いた医
療活動であり、住民一人一人に寄り添って支
援していく活動です。
　これまで経験し、習得してきた知識、技術
を生かして長島町の地域医療ならびに住民の
健康増進に貢献できるよう鋭意努力して参り
たいと思っています。

鷹巣診療所医師
辺
な べ き

木　文
ぶんぺい

平（42）

長島の印象は？
　私自身、福岡生まれ、宮崎育ちであったた
め長島クリニックに着任するまで長島のこと
を全く知りませんでした。
　実際に来てみると、非常にのどかな雰囲気
で、景色も良く、食べ物も美味しかったです。
島の人も優しく、非常に住みやすい場所だと
感じました。このような地域の医療に貢献し
ていることを嬉しく思います。

着任の抱負
　私は宮崎県で医療に従事していましたが、
元々、地域医療に興味があり、１年６カ月間
の出水郡医師会広域医療センターでの修行を
経て、長島クリニックを引き継がせて頂きま
した。
　私は地域医療において３つの信念がありま
す。一つは患者さんとのコミュニケーション
を大切にする「患者に寄り添う医療」、二つ
目に患者さんが元気に暮らせる「地域の健康
を守る医療」、三つ目に医療は日進月歩であ
り、私自身、常に勉強していく必要があり、「よ
り質の高い医療」を掲げています。
　これら３つの理念を大切にしながら末永
く、長島町の医療に貢献していきたいと考え
ております。皆さま、どうかよろしくお願い
します。

長島クリニック医師
原　善

よ し ね

根（30）

　

鷹
巣
診
療
所
は
８
月
１
日
付
け
で
辺
木
医
師
が
着
任
し
医

師
２
人
体
制
に
な
り
、
長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
田
畑
医
師
の

後
任
と
し
て
、
同
日
付
け
で
原
医
師
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

着
任
し
、
本
町
の
医
療
に
貢
献
し
て

き
た
田
畑
富
士
男
医
師
が
７
月
末
で

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

川
添
町
長
か
ら
田
畑
医
師
に
、
本
町

で
の
長
年
に
渡
る
地
域
医
療
へ
の
貢

献
と
町
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
さ
れ

た
こ
と
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
畑
医
師
の
退
任
の
あ
い
さ
つ
を

紹
介
し
ま
す
。

　

着
任
当
初
、
血
圧
が
良
け
れ
ば
安

心
す
る
患
者
さ
ん
が
多
い
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
が
、
医
療
の
側
か
ら
す
る

と
悪
性
の
病
気
が
一
番
心
配
な
の

で
、
定
期
的
な
が
ん
検
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

千
変
万
化
の
天
草
灘
を
眺
め
る
こ

と
が
一
番
の
幸
せ
で
、
こ
の
恵
み
と

島
美
人
と
純
朴
な
仲
間
と
の
一
時
は

格
別
で
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

田
畑
医
師
に
感
謝
状

長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
退
任

↑川添町長から感謝状を受
　　ける田畑医師（写真右）

鷹巣診療所・長島クリニックに医師が着任

↑出場した選手と町関係者

↑小型ポンプの部で見事優勝した選手ら ↑ポンプ車の部で４位入賞した選手ら
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わが町の地方創生 　

8
月
6
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、

長
島
大
陸
映
画
実
行
委
員
会
（
長
元

信
男
実
行
委
員
長
）
が
映
画
「
夕
陽

の
あ
と
」
の
町
内
で
の
撮
影
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

舩
橋
淳
監
督
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
制

作
ス
タ
ッ
フ
陣
が
来
町
し
、
汐
見
地

区
の
樽
太
鼓
、
鷹
巣
種
子
島
踊
り
保

存
会
の
鉦
踊
り
、
松
ヶ
平
海
水
浴
場

で
子
ど
も
た
ち
の
海
遊
び
シ
ー
ン
な

ど
町
内
全
域
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　

7
月
に
行
わ
れ
た
出
演
者
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
か
ら
選
ば
れ
た
出
演
者
が

加
わ
っ
て
の
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

舩
橋
監
督
は
約
1
年
前
か
ら
複
数

回
、
本
町
で
の
撮
影
現
場
の
下
見
を

重
ね
「
今
回
は
風
景
や
住
民
の
生
活

を
撮
る
の
が
目
的
。
秋
の
本
格
ロ
ケ

に
向
け
て
準
備
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

物
語
は
長
島
の
美
し
い
風
景
や
日

常
生
活
の
様
子
に
触
れ
な
が
ら
、
長

島
で
育
っ
た
子
ど
も
が
強
く
健
や
か

に
育
ち
、
親
子
の
絆
を
育
む
、
子
育

て
を
軸
に
描
か
れ
る
長
編
映
画
で
す
。

　

今
後
は
、
11
月
下
旬
か
ら
役
者
・

制
作
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
り
、
約
20
日

間
の
大
規
模
な
撮
影
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　

映
画
の
劇
場
公
開
は
来
年
秋
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

御
八
日
踊
り
、
町
内
の
風
景
な
ど
撮
影

↑くいかごの参加者と料理人、生産者

　

８
月
１
日
、
本
町
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
太
田
良
冠
さ
ん
と
フ
レ
ン

チ
シ
ェ
フ
、
鳥
羽
周
作
さ
ん
（
東
京

都
）
が
「
鹿
児
島
を
食
べ
る
、
鹿
児

島
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
、
鹿
児
島
に
く

い
こ
む
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
食

の
イ
ベ
ン
ト
「
喰
い
こ
め
か
ご
ん
ま

（
く
い
か
ご
）」
を
出
水
市
の
ひ
か
り

の
郷
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

料
金
が
１
人
３
万
８
千
円
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
総
勢
16
人
が
、
東
京
、

京
都
、鹿
児
島
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

食
材
は
、
本
町
か
ら
石
元
淳
平
さ

ん
（
白
瀬
）
の
手
作
り
み
そ
を
は
じ

め
、
県
内
産
の
特
産
品
15
種
類
を
使

用
。
食
材
を
提
供
す
る
生
産
者
と
料

理
人
と
の
間
で
日
頃
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
で
情
報
交

換
し
、
信
頼
関
係
を
築
い
た
中
で
、

今
回
は
、
も
ろ
み
み
そ
を
添
え
た
鹿

児
島
黒
牛
の
ス
テ
ー
キ
や
大
崎
町
の

無
投
薬
ウ
ナ
ギ
と
伊
佐
米
の
握
り
ず

し
な
ど
12
品
の
料
理
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
生
産
者
や
料
理
人
に
よ

る
解
説
と
と
も
に
料
理
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

太
田
さ
ん
は
「
志
の
あ
る
生
産
者

と
料
理
人
と
の
相
乗
効
果
で
、
食
材

の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
生
産
者
と
料
理
人
の
協

働
を
目
指
し
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

食
材
の
価
値
を
高
め
、
人
を
呼
ぶ
力
に
す
る

↑鉦踊りの撮影風景↑松ケ平海水浴場で現場確認する舩橋監督（写真左）

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日

現
在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。 

　

こ
の
調
査
は
、
５
年
に
１
度
行
わ

れ
る
基
幹
統
計
の
一
つ
で
、
住
生
活

に
関
す
る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調

査
で
、
全
国
約
３
７
０
万
世
帯
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。 

　

県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
統
計
調

査
員
が
、
調
査
票
の
記
入
に
伺
っ
た

際
は
、
調
査
票
へ
の
記
入
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

〇
調
査
対
象
地
域

　

三
船
、
桂
代
、
山
中
、
上
揚
、
宮

ノ
浦
、
葛
輪
、
牧
、
市
来
﨑
、
火
ノ

浦
、
田
尻
、
萩
之
牟
礼
、
平
尾
中
南
、

城
川
内
、
潟
の
一
部
地
域

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
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通
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　 住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が

　
　
　
実
施
さ
れ
ま
す

映
画
「
夕
陽
の
あ
と
」
ク
ラ
ン
ク
イ
ン

食
事
で
交
流
の
輪
を

　
　
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か

　

本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
甲
斐

友
也
さ
ん
が
手
作
り
の
料
理
で
も
て
な

し
、
人
と
人
の
新
た
な
出
会
い
を
提
供

す
る
「
ゆ
ー
や
食
堂
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

料
理
は
長
島
の
食
材
を
中
心
と
し

た
も
の
を
用
意
し
ま
す
。

　

食
事
を
し
な
が
ら
皆
さ
ん
で
楽
し

く
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

○
開
催
日
時

　

９
月
17
日
（
月
・
祝
）

　

①
昼
の
部　

10
時
30
分
～

　

②
夜
の
部　

18
時
～

○
開
催
場
所

　
「
達
者
の
家
」（
蔵
之
元
）

○
参
加
対
象
者

　

お
子
さ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん

○
メ
ニ
ュ
ー

　

①
昼
の
部

　
　

初
秋
を
感
じ
さ
せ
る
料
理

　

※
完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　

②
夜
の
部

　
　

長
島
の
特
産
品
を
使
っ
た
メ
キ

シ
コ
料
理
（
限
定
50
食
）

　

※
①
、
②
と
も
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
予
約
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
参
加
料

　

大
人
＝
５
０
０
円

　

子
ど
も
＝
３
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

甲
斐
友
也

　

☎
０
９
０
（
１
１
６
８
）
０
７
１
３

ゆ
ー
や
食
堂
開
催

農
産
物
品
評
会
に
出
品
し
ま
せ
ん
か

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
で
は
、
12
月
１
日
に
農
産
物
等
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

出
品
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
か
た
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

出
品
で
き
る
作
物
に
は
数
量
や
サ
イ
ズ
な
ど
の
規
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、

出
品
を
希
望
す
る
か
た
は
早
め
に
野
菜
作
り
に
専
念
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会（
役
場
農
林
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
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↑協賛の関係団体

　

石
元
さ
ん
は
「
食
材
の
評
価
が
産

地
へ
の
憧
れ
に
つ
な
が
り
、
み
そ
が

長
島
に
人
を
呼
ぶ
力
に
な
れ
ば
」
と

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
産
者
と
料
理
人
は
互
い

に
、
食
材
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に

尽
力
す
る
意
志
を
示
し
ま
し
た
。

生
産
者
、
料
理
人
協
働
の
「
く
い
か
ご
」
開
催

作　物　名 数量等 作　物　名 数量等 作　物　名 数量等
青果用甘しょ ５㎏ バレイショ（Ｌ） 12 個 ハクサイ ２個

カブ ３個 深ネギ ５本 ダイコン ２本
カボチャ ２個 キャベツ ２個 ショウガ ２株
ニンジン ５本 サトイモ 10 個 タケノコ ３本

生しいたけ 500g ヤマイモ ２株 ホウレン草 10 本
ブロッコリー ３個 レタス ２個 小ネギ（センモト） 20 本

インゲン（Ｍ） 200g キヌサヤ（Ｌ） 200g 実エンドウ・スナップエンドウ 300g
切り花 ５本 デコポン（３Ｌ） ４個 温州みかん（Ｌ） 12 個

ポンカン（２Ｌ） 12 個 レモン 12 個 紅甘夏（２Ｌ） ６個
スイートスプリング ６個 キンカン １㎏ 柿 ６個

カリフラワー ２個 ハッサク ６個 島みかん 12 個
ボンタン ２個 サワーポメロ ４個 工芸品 自由

▼対象作物と数量等一覧

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

９
月
は
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

月
間
で
す
。

　

９
月
21
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
」
と
な
っ
て
お
り
、
国
際

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
が
本
人
や

家
族
へ
の
施
策
が
充
実
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、
世
界
中
で
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
も
、
９
月
16
日
～
22

日
を
「
認
知
症
を
理
解
し
、
一
緒
に

歩
む
県
民
週
間
」
と
し
、
認
知
症
に

関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

昨
今
、
認
知
症
に
関
す
る
痛
ま
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
認

知
症
の
前
段
階
と
さ
れ
る
「
軽
度
認

知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）」
と
推
計
さ
れ

る
人
も
含
め
る
と
、
高
齢
者
の
4
人

に
1
人
は
認
知
症
あ
る
い
は
そ
の
予

備
軍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
に
つ
れ
、

今
後
さ
ら
に
認
知
症
の
か
た
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
町

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め

に
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
正

し
い
理
解
が
必
要
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー

認
知
症
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知

症
に
関
す
る
活
動

・
認
知
症
の
相
談
窓
口

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

開
催

・
認
知
症
予
防
を
含
め
た
介
護
予
防

教
室
の
開
催

・
認
知
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動

な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］
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長島町で働ける求人情報！（長島町 × ハローワーク出水）

・就業場所が長島町となっている求人情報を掲載しています。

・募集が終了している場合もありますのでご了承ください。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。

・スペースの都合により、すべてを表示てきていない項目もあります。

　求人の詳細についてはハローワーク出水にお尋ねください。

・求人の掲載についてのお問い合わせは、地方創生課 ０９９６（８６）１１０１まで。

（平成３０年８月 1 日～８月３１日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）

・・・

そのその

89



長島町で働ける求人情報！（長島町×ハローワーク出水）
（平成３０年８月1日～８月３１日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）

そのその
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１
日

２
日

３
日

５
日

６
日

８
日

９
日

10
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

22
日

25
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

離
島
行
政
懇
談
会　
　
　
　
　

離
島
振
興
協
議
会
定
例
監
査　

町
村
会
理
事
会

町
村
議
会
議
長
会
役
員
と
の
懇
談
会（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
長
防
災
研
修
会

市
町
村
総
合
事
務
組
合
臨
時
会

市
町
村
政
研
修
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
長
特
別
研
修
会

土
改
連
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

出
水
支
部
消
防
操
法
大
会　
　
　
（
出
水
市
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会

北
薩
地
域
土
木
事
業
連
絡
会（
薩
摩
川
内
市
）

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

職
員
研
修
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
・
指
江
庁
舎
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

水
源
地
祭
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
）

道
の
日
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
発
式

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
野
田
支
所
）

幣
串
消
波
堤　

県
へ
要
望
活
動（
鹿
児
島
市
）

川
添
良
文
氏
叙
位
伝
達　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
（
役
場
・
指
江
庁
舎
・
小
浜
）

長
島
町
議
会
第
３
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

町
内
医
師
と
の
懇
親
会　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会（
牛
深
港
～
蔵
之
元
港
）

町
商
工
会
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

農
業
再
生
協
議
会
総
会　
　
　
　
　
（
役
場
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式　
（
指
江
庁
舎
）

県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会（
薩
摩
川
内
市
）

県
消
防
操
法
大
会　
　
　
　
　
　
（
日
置
市
）

長
岡
技
術
科
学
大
学
と
の
協
議　
（
東
京
都
）

国
交
省
に
要
望
活
動　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

９
月
補
正
町
長
予
算
査
定　
　
　
　

監
査
委
員
決
算
審
査
報
告
会　
　
　
（
役
場
）

獅
子
島
架
橋
期
成
会
理
事
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　

地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

「
地
域
お
こ
し
×
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
協
定
締
結
式　
　
　
（
大
阪
府
）

８月

　日常出会う日本語の疑問や用
法を誤りがちな日本語をとりあ
げ、楽しく解説します。

　手でやさしく触れることで、ス
トレスをゆるめる「タッチングケ
ア」。ちょっとした空き時間にで
きるので実践してみませんか。

外
尾　

幸
恵　

著

「『
触
れ
る
』
だ
け
で
心
と
体
が

軽
く
な
る
タ
ッ
チ
ン
グ
ケ
ア
」

宮
腰　

賢　

著

「
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
日
本
語
」

遣
唐
使
漂
着
の
島
銀
河
濃
し　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

球
児
ら
の
歓
喜
の
余
韻
夏
終
る　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

秋
初
め
子
は
新
調
の
皮
の
靴　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

砂
浜
の
足
跡
く
ず
れ
夏
終
る　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

近
づ
き
し
火
星
呑
み
込
み
大
花
火　
　
　
　

大
堂　

正
弘

修
繕
す
父
の
風
鈴
鳴
り
に
け
り　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

睡
蓮
よ
母
と
の
別
れ
断
ち
切
れ
ず　
　
　
　

肥
後　

広
行

遠
花
火
思
ひ
出
の
丘
夫
思
ふ　
　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

お
向
か
い
も
と
な
り
も
寝
た
り
天
の
川　
　

二
階
堂
妙
子

［
短
歌
］

セ
ミ
叫
ぶ
オ
ン
ガ
メ
ジ
ョ
に
捕
え
ら
れ
哀
れ
木
の
上
手
の

み
合
わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

も
の
憂
げ
な
蜩
鳴
き
つ
夕
暮
れ
は
ふ
と
昔
に
ぞ
立
ち
帰
る

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

大
山
の
夕
焼
け
見
つ
つ
過
ぎ
ゆ
く
は
蛍
を
追
っ
た
故
郷
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

エ
ラ
ー
し
て
負
け
た
る
試
合
忘
れ
ん
と
飲
む
酒
や
す
や
す

と
は
酔
は
ざ
り
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

何
事
も
我
れ
事
な
る
よ
我
れ
成
す
や
頑
張
成
れ
ば
事
納
ま

る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

気
を
病
み
て
雲
の
峯
少
し
崩
れ
が
ち　
　
　

宗
方　

清
明

空
青
く
海
も
碧
か
り
手
を
と
ら
れ
潮
の
香
重
く
白
き
灯
台

市
尾　
　

操

歩
く
に
は
自
信
な
け
れ
ど
坂
上
り
振
り
返
る
灘
凪
ぎ
て
広

が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

洗
脳
さ
れ
罪
を
負
ひ
逝
く
人
ら
の
報
子
な
き
わ
が
身
に
深

く
応こ

た

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

台
風
の
逸
れ
て
し
め
り
の
足
ら
ぬ
畑
腰
病
む
夫つ

ま

が
耕
し
初そ

む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

熱
戦
の
後
嗚
咽
す
る
友
を
抱
き
球
場
を
出
づ
球
児
の
愛
し

坂
之
下
典
子

燃
ゆ
る
ご
と
き
ご
来
光
に
今
出
会
ひ
た
り
仏
花
探
し
て
丘

に
登
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

卒
然
と
来
し
孫
あ
り
て
御
供
す
自
由
の
き
か
ぬ
わ
が
身
哀

し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

行
く
道
の
芽
生
に
育
つ
頬
白
は
昨よ

べ夜
の
風
雨
に
堪
へ
し
や

否
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

わ
が
好
み
わ
れ
よ
り
も
知
る
孫
娘
よ
き
夏
服
を
選
び
く
れ

に
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

蜘
蛛
の
子
の
巣
を
か
け
て
い
る
軒
先
を
す
か
し
て
徐
々
に

月
上
り
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

耳
遠
く
な
り
た
る
我
は
言
葉
な
く
に
こ
に
こ
と
す
る
ば
か

り
と
な
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

子
の
運
転
な
せ
る
車
の
助
手
席
に
深
々
と
坐
す
会
食
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
　
義
彦

娘
の
古
稀
の
膳
に
坐
り
て
言
葉
な
し
頼
っ
て
ば
か
り
は
も

う
い
ら
れ
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

引
越
し
の
タ
オ
ル
く
れ
た
る
お
隣
り
の
新
婚
夫
婦
ら
こ
の

頃
不
仲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

病
院
の
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
に
過
ご
し
し
が
帰
り
て
う
れ
し

己
が
ベ
ッ
ド
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

肩
の
荷
を
下
ろ
す
と
言
う
は
寂
し
さ
の
伴
う
も
の
ぞ
今
夜

も
ひ
と
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

風
車
公
園
に
石
花
を
設
置

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
県
の
に
ぎ
わ
い
回
廊

事
業
の
一
環
と
し
て
、
夢
追
い
な
が
し
ま
花
フ

ェ
ス
タ
会
場
の
風
車
公
園
に
、
石
片
を
並
べ
て

描
く
石
花
を
飾
っ
た
の
り
面
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

の
り
面
の
上
部
に
は
、
２
㍍
四
方
の
石
花
４

点
と
と
も
に
、
城
川
内
小
学
校
５
・
６
年
生
31

人
の
児
童
が
製
作
し
た
０
・
４
㍍
四
方
の
石
花

31
点
と
児
童
の
名
前
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

児
童
に
よ
る
石
花
の
製
作
は
、
１
学
期
中
に

行
わ
れ
、
花
の
下
絵
を
描
き
、
平
石
の
加
工
や

モ
ル
タ
ル
パ
ネ
ル
へ
の
貼
り
付
け
の
後
、
現
地

で
石
花
が
埋
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
、
製
作
に
携
わ
っ
た
児
童
31
人
は

現
地
を
訪
れ
、
完
成
し
た
石
花
を
眺
め
た
り
、

記
念
撮
影
を
し
た
り
し
ま
し
た
。　

　

６
年
生
の
小
屋
海み

こ
と琴

さ
ん
は
「
椿
の
花
を
製

作
し
た
。
花
び
ら
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
り
、

配
置
作
業
が
難
し
か
っ
た
。
完
成
し
た
石
花
を

見
る
と
、
嬉
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し

た
。

　

児
童
一
人
ひ
と
り
の
個
性
溢
れ
る
花
ば
な
を

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

原
爆
忌
平
和
を
祈
る
人
の
波　
　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

寝
転
べ
ば
こ
ぼ
れ
落
ち
そ
な
天
の
川　
　
　

大
堂　

早
苗

台
風
の
異
例
尽
く
し
の
南
下
か
な　
　
　
　

迫
口　

君
代

↑自分たちの作品の前で記念撮影する児童

↑５年生の町田悠太郎さんの石花
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行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
登

記
、
年
金
、
道
路
、
社
会
福
祉
な

ど
国
の
役
所
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、
疑
問
・
苦
情
や
意
見
・
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委

員
は
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し

て
、
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の

仕
組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言

や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善

の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
自
宅
や
電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時
＝
10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

○
場
所
＝
指
江
庁
舎
２
階
大
ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
行
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

平
成
31
年
長
島
町
成
人
式
の
運

営
委
員
募
集

　

町
で
は
、
平
成
31
年
１
月
４
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
成
人
式
の

運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
町
内

に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
ま

た
は
、
町
外
居
住
で
あ
っ
て
も
帰

省
先
が
町
内
で
あ
る
人
、
町
内
の

学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
り
、

成
人
式
に
参
加
を
希
望
す
る
人

○
募
集
人
数
＝
10
人
程
度

○
主
な
役
割

　

成
人
式
の
企
画
・
運
営
・
司
会
な
ど

※
例
年
、
運
営
委
員
会
を
２
回
ほ

ど
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
締
め
切
り
日　

10
月
19
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

　無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

　
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
、
鹿
児

島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
お
よ
び

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合

会
で
は
、
10
月
１
日
「
法
の
日
」

に
ち
な
ん
だ
記
念
事
業
と
し
て
次

の
と
お
り
無
料
法
律
・
登
記
・
税

務
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

出
水
市
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
相
談
員

　

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
税
理
士

○
受
け
付
け
る
相
談
の
範
囲

　

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
税
理
士
の
業
務
全
般

※
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
対
応
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
３
５

　
鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
２
８
３
３

　
南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会

　

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
６
１
４
８

県
税
の
納
税
に
は
口
座
振
替

が
便
利
で
す

　

個
人
事
業
税
と
自
動
車
税
は
、
口

座
振
替
に
よ
る
納
税
が
で
き
ま
す
。

　

金
融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税

さ
れ
る
の
で
、
納
付
の
た
め
に
金

融
機
関
の
窓
口
に
行
く
必
要
が
な

く
大
変
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
取
引
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
手
続
に
は
２
カ
月
ほ

ど
要
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
６

税
務
関
係
書
類
は
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
で
す

　

税
務
署
へ
提
出
す
る
税
務
関
係

の
書
類
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
人
確
認

書
類
の
提
示
ま
た
は
、
写
し
の
添

付
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
〈
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
〉」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
０
９
９
６
（
62
）
０
２
０
０

パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
訓
練
生
募
集

　

県
で
は
、
離
職
者
の
再
就
職
支

援
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科

の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を

学
び
、
再
就
職
を
目
指
す

○
応
募
資
格

　

雇
用
保
険
者
受
給
者
（
優
先
）・

再
就
職
の
意
欲
が
高
く
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
、
安
定
所
長

の
受
講
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
か
た

○
定
員
＝
20
人

○
受
講
料
＝
無
料

○
募
集
期
限　

９
月
28
日
（
金
）
ま
で

○
選
考
試
験　

10
月
10
日
（
水
）

○
訓
練
期
間

　

10
月
25
日
（
木
）

　
　

～
平
成
31
年
１
月
24
日（
木
）

○
訓
練
場
所

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

○
申
し
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
２
０
７

福
祉
職
場
就
職
支
援
講
座
受

講
者
募
集

　

県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
な
ど
職
場
に
就
職
・
復

職
を
希
望
す
る
か
た
を
対
象
に
、

福
祉
職
場
で
働
く
た
め
に
必
要
な

知
識
や
技
術
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の

連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
内
容
と
日
時

　

・
第
１
回

　
　
「
福
祉
の
基
礎
知
識
①
」

　
　

11
月
10
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
50
分

　

・
第
２
回

　
　
「
福
祉
の
基
礎
知
識
②
」

　　　　　　　　　　

11
月
10
日
（
土
）

　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

　

・ 

第
３
回

　
　
「
介
護
技
術
の
基
礎
①
」

　
　

11
月
17
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

　

・
第
４
回

　
　
「
介
護
技
術
の
基
礎
②
」

　
　

11
月
17
日
（
土
）

　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

○
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
対
象

　

福
祉
な
ど
職
場
に
就
職
・
復
職

を
希
望
す
る
か
た

○
受
講
料
＝
無
料

○
各
回
定
員
＝
40
人（
申
込
み
先
着
順
）

○
申
込
締
切　

10
月
19
日
（
金
）
必
着

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
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８

長島町の公式アカウントを開設しました
　町は、スマートフォンアプリ LINE で、長
島町公式アカウント LINE@（ラインアット）
を開設しました。
　アカウントを登録すると、リアルタイムで
町の各種イベント情報やお知らせを取得でき
ます。
　町では、今後、LINE@ でいろいろな情報
を配信する予定ですので、アカウントの登録
をお願いします。
◎問い合わせ先
　役場企画財政課広報統計係
　☎（86）1134［直通］

↑ LINE の「友だち追加」から ID 検索または
　QR コードで登録をお願いします

@hav0383m
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↑船の上から釣りを楽しむ児童

ふるさと学び舎 in 獅子島

んなと仲良くなれたよみ
　8 月２日、３日の２日間、長島町子ども会育成
連絡協議会（岩下光会長）は獅子島アイランドセ
ンターを拠点に、町内の小・中学生 32 人が参加
する「ふるさと学び舎 in 獅子島」を開催しました。
　１日目は、太鼓演奏体験で獅子島小の５人が先
生役となり、丁寧に指導し、約 1 時間の練習後、
全員そろって発表会をしました。
　２日目は、船上での釣り体験を行い、全員が釣
果をあげることができました。
　獅子島小学校５年生の濵龍星君は「太鼓をみん
なで演奏したのは迫力があった。みんなと仲良く
なれて、良い思い出になった」と感想を話しました。

↑祭りの始まりを告げる汐見育成会のたる太鼓

汐見校区夏祭り

彩な催しでにぎわう多
　８月４日、潟集落の汐見漁港で汐見校区夏祭り
が開催されました。
　この日、会場にはかき氷や焼きそば、ヨーヨーつ
りなどの出店が軒を連ね、来場者が詰めかけました。
　汐見育成会による「たる太鼓」の演奏がオープ
ニングを飾り、子どもらによるフラダンスショー
の後、西祐希さん（鹿児島市）を招いてのマジッ
クショーには、驚きの歓声とともに拍手が送られ
ました。
　祭りの中盤には、150 発の花火が打ち上げられ、
会場は大いに盛り上がり、大抽選会で幕を閉じま
した。

夏休みキッズ健康教室

楽
　８月３日、町保健福祉センターで、夏休みキッ
ズ健康教室が開催されました。町内の小学生が参
加し、○×クイズや血圧・身体測定、食品の中
に含まれている塩分量の学習・調理実習を通して、
健康について楽しみながら学びました。
　鷹巣小学校５年生の赤﨑陽太君は「生活習慣病
や高血圧症を知って、どんなことが体に悪いのか
分かったので、気をつけようと思った」と感想を
話しました。
　町では「生活習慣病予防のために、減塩や野菜
をたくさん食べよう」という取り組みを今後も推
進していきます。

↑○×クイズで答えながら健康について学ぶ児童

しんで健康を学ぼう

全国グラウンド・ゴルフ交歓山梨大会県予選会

島西協会が全国大会出場へ長
　長島西グラウンド・ゴルフ協会（濵田清明会長）
は、６月２日に開催された第 31 回全国グラウン
ド・ゴルフ交歓山梨大会鹿児島県予選会に出場し、
優秀な成績を挙げ、10 月 17 日から山梨で開催さ
れる全国大会に出場します。
　県予選会では、日頃の練習の成果を発揮し、好
プレーを連発した同チーム。
　濵田清明さん（唐隈）は「全国大会に出場でき
るとは思わなかったが、成績にとらわれず、和気
あいあいとプレーしていきたい」と抱負を話しま
した。

↑優勝した薄井Ａチームのメンバー

第 13回自治公民館対抗ソフトボール大会

井が４年ぶりに優勝薄
　第 13 回長島町自治公民館対抗ソフトボール大
会が８月 16 日から 27 日にかけて開催されました。
　今大会には、Ａランクに 14 チーム、Ｂランク
に 19 チームの計 33 チームが出場し、白熱した
試合を繰り広げました。Ａランクでは、薄井 A チー
ムが４年ぶりに優勝、Ｂランクでは川床上が優勝
を飾りました。
　大会結果は次のとおりです。
Ａランク
[ 優勝 ]　薄井 A　[ 準優勝 ]　山中 A　[ ３位 ]　城川内、蔵之元Ｂ
Ｂランク
[ 優勝 ]　川床上　[ 準優勝 ]　川床中　[ ３位 ]　浦底、平尾中南

従六位を授与

添良文氏をたたえる川
　８月 15 日、（故）川添良文さん（馬込）に、長
年にわたる地方自治の振興発展に貢献された功績
をたたえ、叙位・従六位が贈られ、役場町長室で
川添町長から息子の長一さんに伝達されました。
　同氏は、生前、28 年１カ月間、旧長島町議会
議員として在職され、教育民生常任委員会委員長
や建設経済常任委員会委員長などの要職を歴任。
町文化ホールの建設や教育施設の整備などに携わ
るなど本町の発展に大きく貢献されました。
　長一さんは「支援して頂いた皆さんのおかげで
す。授与をきっかけに改めて、皆さんにお礼の報
告をしていきたいです」と話しました。

↑長島西グラウンド・ゴルフ協会のメンバー

↑従六位の伝達を受けた川添長一さん（写真左）
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次
の
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か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
先
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
の
作
品
を
製
作
す
る
た
め
、

あ
る
町
民
の
か
た
に
出
演
し
て
頂

き
、
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
の
映
像
作
家
の
協
力
を
受

け
、
出
演
者
も
見
事
な
芝
居
を
演

じ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
撮
影
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
、
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

出
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に
快
く
応
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頂
い
た
か
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が
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に
深
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し
な
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も

自
分
の
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事
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町
民
の
か
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協

力
が
あ
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こ
そ
、
と
改
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て
感

じ
ま
し
た
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撮
影
後
に
、
出
演
者
と
感
想
を

話
し
て
い
る
と
、
早
く
も
来
年
の

作
品
の
構
想
が
浮
上
。
Ｃ
Ｍ
に
出

演
し
て
み
た
い
と
い
う
か
た
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
来
年
も
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。　
（
田
上
徹
）

平成 30年８月 31 日現在
(　) 内は前月比

人口
男性
女性
世帯

　

ナ
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ス
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ぶ
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み
な
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個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
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し
て
い
ま
せ
ん
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ご
了
承
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だ
さ
い
。
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８
月
20
日
、
伊
唐
小
学
校
（
久
保
和
久
校
長
・
児
童
数

16
人
）
で
は
、出
校
日
に
あ
わ
せ
て
伊
唐
老
人
ク
ラ
ブ
（
前

田
正
勝
代
表
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に
よ
る
出
張
そ
う
め
ん
流
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
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会
員
ら
は
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の
日
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早
く
か
ら
学
校
近
く
の
竹
林
で
、

竹
を
切
っ
て
調
達
し
、
そ
う
め
ん
を
流
す
た
め
の
竹
と
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わ
ん
、
箸
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
夢
中
で
す
く
い
、
会

員
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
堂
嵜
結
人
君
は
「
そ
う
め
ん
が
冷
た
く
て
、

美
味
し
か
っ
た
。
来
年
も
食
べ
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
な

が
ら
、
話
し
ま
し
た
。

伊
唐
小
で
そ
う
め
ん
流
し

↑そうめんを食べながら会話を楽しむ児童と会員ら

↑使った食器は全て手作り

珍
し
い
ナ
ス
が
採
れ
ま
し
た

　

８
月
中
旬
、
児
島
整
さ
ん
（
母
良
木
）
の
畑
で
ヘ
タ
の

部
分
か
ら
実
が
３
つ
、
実
っ
た
ナ
ス
が
採
れ
ま
し
た
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児
島
さ
ん
は
「
家
庭
菜
園
と
し
て
、
ナ
ス
を
作
り
始
め

て
７
年
目
。
こ
の
よ
う
な
ナ
ス
は
初
め
て
見
た
の
で
、
と

て
も
び
っ
く
り
し
た
。今
年
の
夏
は
特
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暑
か
っ
た
の
で
、

影
響
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
不
思
議
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。

　

児
島
さ
ん
は
、
採
っ
た
ナ
ス
を
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

↑ナスを手にする児島さん
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

◎特定健診、胃がん検診
（川床コミュニティセンター）

○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○来仙医院 84-2005
○よう皮ふ科医院 63-1112
○よしだ歯科クリニック 79-3443
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□スマイル薬局 84-2430
□あすか薬局 63-7322
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター67-1611

体育の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○平尾診療所 88-2595
○阿久根眼科 72-0040
○三慶医院 63-2333
○平田整形外科クリニック 62-8801
○上野歯科医院 63-2306
□高松薬局 73-4002
□ひまわり薬局 62-6070
□タカラ調剤薬局 62-8813

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○野田診療所 84-2023
○おかだクリニック 63-7011
○柏木歯科クリニック 79-4618
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017
□野田調剤薬局 84-2856
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○林泌尿器科クリニック 64-8800
○太田歯科クリニック 84-4700
□しおかぜ薬局 88-6011
□三文字薬局 75-0073
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□メープル薬局 62-9292
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 10月８日は体育の日です。
　体育の日は「スポーツにしたしみ、健康な心身をつち
かう」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○さくら通りクリニック 62-2311
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○しお歯科医院 67-5844
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□さくらんぼ薬局 68-7000
□オレンジ薬局 79-3972
◇二宮医院 62-0167

□第 13 回長島トライジョギン
グ大会（旧サンセット長島周辺）
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